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1 新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大や大規模な自然災害などの危機

的な事態が次々と生じる中、 国民の安全・安心を確保するため、 全国各地で公務

員が日々全力で職務に精励しています。 厳しい環境の下、 困難な業務に対し誇り

を持って真摯に取り組んでいる公務員各位に対し、 心からの敬意を表します。 そ

の一方で、 公務に対する国民の信頼を損なうような事態が相次いでいることは極

めて遺憾であり、 特に職員に範を示すべき立場にある幹部職員には、 改めて国民

全体の奉仕者としての強い自覚を持つよう求めます。

2 近年、 就業意識の多様化や勤務環境への関心の高まりなどを背景に、 公務の志

望者が減少し、 若年層職員の離職も増加しています。 また、 専門的な知識や経験

を十分に備えた職員が不足するなど、 人材の確保は喫緊の課題です。 新規学卒者

を採用して計画的に育成するだけでなく、 民間での経験や国際的な知見を有する

者など、 官民の垣根を越えて時代環境に適応できる能力を有する人材を誘致する

ことが不可欠です。

公務職場全体の魅力を高め、 個々の職員が能力や経験を十全に発揮し、 意欲を

持って全力で働くことのできる環境を実現するためには、 幹部職員等の組織マネ

ジメントが極めて重要であることに加えて、 仕事と家庭生活の両立が図られるよ

う、 長時間労働の是正が必要です。 勤務時間制度の柔軟な運用を通じたテレワ ー

クの活用等、 個々の職員の事情に応じた働き方が可能となる働きやすい勤務環境

の整備が求められています。

3 人事院としては、 このような公務職場が置かれている課題を認識するとともに、

近時のデジタル改革の進展を踏まえ、 次のような取組を全力で推し進めます。

人材の確保及び育成については、 採用試験の申込者数の減少を食い止め、 志望

者を増加させていくため、 就職先としての公務に対する学生の認識等を把握する

ほか、 技術系の人材確保に向けた活動を強化するなどの新たな取組を行います。

また、 本年9月に新設されるデジタル庁が民間から多くの人材を採用していく

動きがある中、 各府省が必要とする様々な専門分野の民間人材を確保できるよう、

周知活動を強化するとともに、 任期付職員について、 公正性確保等の要件を明示

し、 各府省限りで採用できる範囲を拡大します。

女性の採用及び登用の促進のため、 政府の取組と連携しつつ、 広報活動や研修

の充実等を図り、 各府省の採用・登用の目標達成を支援します。 さらに、 マネジ

メント能力のかん養を図るための研修を充実させ、 幹部職員向けのマネジメント

研修を抜本的に改定します。
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